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新学習指導要領を踏まえた、大学教育における「文章表現法」の在り方
　
　
　

は
じ
め
に

　

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
四
月
よ
り
、
小
学
校
・
中
学
校
に
続
き
、
高
等
学
校
に

お
い
て
施
行
さ
れ
た
、
新
し
い
「
学
習
指
導
要
領
（
以
下
、「
新
学
習
指
導
要
領
」

と
す
る
）」
は
、
高
大
接
続
と
い
う
意
識
が
強
く
表
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
大

滝
一
登
氏
が
、

　
　

�

こ
の
改
訂
が
、
単
に
高
等
学
校
教
育
自
身
の
視
点
か
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
目

指
す
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
高
大
接
続
改
革
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
義
務
教
育
と
大
学
教
育
を
「
つ
な
ぐ
」
役
割
と
し
て
の

高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

と
指
摘
す
る
よ
う
に（

1
（

、高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
れ
を
引
き
継
ぐ
大
学
教
育
側
も
そ
れ
ま
で
の
「
学
び
」
を
ど
の
よ
う
に
伸
ば
し
て

新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
、
大
学
教
育
に
お
け
る「
文
章
表
現
法
」の
在
り
方

　
─
高
大
接
続
の
視
点
か
ら
─
　
　

壬
生
里
巳

い
く
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
高
等
学
校
ま
で
に
、
主
に
国
語
教
育
で

担
わ
れ
て
き
た
意
見
文
や
報
告
文
、
小
論
文
と
い
っ
た
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
は
、

大
学
入
学
後
の
専
門
分
野
に
関
わ
ら
ず
、
レ
ポ
ー
ト
や
卒
業
論
文
、
研
究
論
文
等
の

作
成
に
必
要
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
大
学
に
お
い
て
「
文
章
表
現
法
」
等
の
授
業
担
当
者
は
、
高
等
学
校
で
の

新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」
に
関
す
る
指
導
内
容
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
現
在
、
大
学
で
行
な
っ
て
い
る
授
業
の
在
り
方
を
振
り
返
り
、
今
後
の
高
大

接
続
の
進
め
方
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
高
等
学
校
で
の
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」
に
関
す

る
指
導
内
容
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
の
専
門

科
目
「
文
章
表
現
法
」
の
授
業
を
振
り
返
り
、
高
大
接
続
を
意
識
し
た
「
文
章
表
現

法
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。
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そ
の
た
め
、
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
国
語
」
と
い
う
科
目
編
成
自
体
が
大
幅

に
見
直
さ
れ
た
。
二
つ
の
共
通
必
修
科
目
「
現
代
の
国
語
」「
言
語
文
化
」
と
四
つ

の
選
択
科
目
「
論
理
国
語
」「
文
学
国
語
」「
国
語
表
現
」「
古
典
探
求
」
で
あ
る
。

特
に
「
論
理
」
と
い
う
点
を
全
面
に
打
ち
出
し
た
科
目
を
新
設
し
た
と
こ
ろ
に
、
論

理
的
な
思
考
や
文
章
力
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
共
通
必
修
科
目
の
「
話

す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
及
び

「
書
く
こ
と
」
の
領
域
に
示

し
て
い
た
授
業
時
数
を
、【
表

１
】
に
示
す
通
り
、
複
数
の

領
域
を
も
つ
全
科
目
に
つ
い

て
設
定
す
る
こ
と
で
、「
書

く
こ
と
」
に
ど
の
程
度
時
間

を
割
く
べ
き
か
を
明
示
し
、

ど
の
よ
う
な
力
を
育
成
す
べ

き
か
を
具
体
的
に
説
明
し
た

と
こ
ろ
に
も
特
色
が
見
ら
れ

る（
2
（

。

　

例
え
ば
、「
現
代
の
国
語
」

に
お
け
る
「
読
む
こ
と
」
が

10
～
20
単
位
時
間
程
度
、「
話

す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
が
20

～
30
単
位
時
間
程
度
で
あ
る

の
に
対
し
、「
書
く
こ
と
」

は
30
～
40
単
位
時
間
程
度

　
　
　

一　
�

高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」
の

位
置
づ
け

　

ま
ず
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
書
く
こ
と
」
の
量
・
質
を
意
識
す

る
こ
と
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。そ
の
背
景
に
は
、平
成
二
十
八（
二
〇
一
六
）

年
十
二
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
指
摘
さ
れ
た
、
高
等
学
校
の
国
語
科
の
授
業

に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
不
足
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
　

�

〇　

高
等
学
校
で
は
、
教
材
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
主
体
的
な
言
語
活
動
が
軽

視
さ
れ
、
依
然
と
し
て
講
義
調
の
伝
達
型
授
業
に
偏
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、

授
業
改
善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
文
章
の
内
容
や
表
現
の
仕
方
を

評
価
し
目
的
に
応
じ
て
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
読
み

取
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
自
分
の
考
え
を
根
拠
に
基
づ
い
て
的
確
に
表
現
す
る

こ
と
、
国
語
の
語
彙
の
構
造
や
特
徴
を
理
解
す
る
こ
と
、
古
典
に
対
す
る
学
習

意
欲
が
低
い
こ
と
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
材
の
読
み
取
り
に
重
き
を
置
く
「
講
義
調
の
伝
達
型
授
業
」
に
偏
っ
て
い
る
た

め
、
生
徒
同
士
の
話
し
合
い
や
論
述
と
い
っ
た
「
主
体
的
な
言
語
活
動
が
軽
視
さ
れ
」

て
い
る
と
い
う
現
状
を
改
善
す
る
必
要
性
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
場
面
や
目

的
に
合
わ
せ
て
文
章
を
作
成
し
た
り
、
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
論
理
的
に
述
べ
た
り

す
る
「
書
く
」
力
の
養
成
を
求
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
、
大
学
で
の
初
年
次
教

育
の
一
つ
と
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
を
書
く
た
め
の
講
義
を
課
す
と
こ
ろ
が
増
え

て
い
る
の
も
、
高
等
学
校
に
お
け
る
論
理
的
な
文
章
を
書
く
と
い
う
指
導
が
不
十
分

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

【表１】各科目の「内容の取扱い」に示された各領域における授業時数
　 思考力、判断力、表現力等

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと
現代の国語 20～30単位時間程度 30～40単位時間程度 10～20単位時間程度

言語文化 　 ５～10単位時間程度

【古典】
40～45単位時間程度
【近代以降の文章】
20単位時間程度

論理国語 　 50～60単位時間程度 80～90単位時間程度
文学国語 　 30～40単位時間程度 100～110単位時間程度
国語表現 40～50単位時間程度 90～100単位時間程度 　
古典探求 　 　 ※

（※「古典探求」については、１領域のため、授業時数を示していない）
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新学習指導要領を踏まえた、大学教育における「文章表現法」の在り方

と
、「
書
く
こ
と
」
に
か
な
り
比
重
を
置
く
形
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
国
語
表
現
」

以
外
の
科
目
で
も
、「
論
理
国
語
」
は
50
～
60
単
位
時
間
程
度
、「
文
学
国
語
」
は
30

～
40
単
位
時
間
程
度
と「
読
む
こ
と
」の
指
導
に
偏
ら
な
い
よ
う
な
時
間
配
当
と
な
っ

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
必
修
科
目
「
現
代
の
国
語
」
と
選
択
科
目
「
論
理
国
語
」
は
、
ど
ち

ら
の
科
目
も
「
実
社
会
に
必
要
な
国
語
の
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
」
こ
と
を
目

標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
指
導
が
具
体
的
に
行
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

以
下
、
新
学
習
指
導
要
領
よ
り
、〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
等
〕
お
よ
び
〔
言

語
活
動
例
〕
の
「
書
く
こ
と
」
の
項
目
を
抜
粋
し
て
概
観
す
る
。

【
現
代
の
国
語
】

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
等
〕

　

ア　

�

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
実
社
会
の
中
か
ら
適
切
な
題
材
を
決
め
、
集
め
た

情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
を
吟
味
し
て
、
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ

と
。

　

イ　

�

読
み
手
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
論
理
の
展
開
、
情
報
の
分
量
や
重
要
度

な
ど
を
考
え
て
、
文
章
の
構
成
や
展
開
を
工
夫
す
る
こ
と
。

　

ウ　

�

自
分
の
考
え
や
事
柄
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
、
根
拠
の
示
し
方
や
説
明
の
仕

方
を
考
え
る
と
と
も
に
、
文
章
の
種
類
や
、
文
体
、
語
句
な
ど
の
表
現
の
仕

方
を
工
夫
す
る
こ
と
。

〔
言
語
活
動
例
〕

　

ア　

�

論
理
的
な
文
章
や
実
用
的
な
文
章
を
読
み
、本
文
や
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
、

自
分
の
意
見
や
考
え
を
論
述
す
る
活
動
。

　

イ　

�

読
み
手
が
必
要
と
す
る
情
報
に
応
じ
て
手
順
書
や
紹
介
文
な
ど
を
書
い
た

り
、
書
式
を
踏
ま
え
て
案
内
文
や
通
知
文
な
ど
を
書
い
た
り
す
る
活
動
。

　

ウ　

調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て
、
報
告
書
や
説
明
資
料
な
ど
に
ま
と
め
る
活
動
。

【
論
理
国
語
】

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
等
〕

　

ア　

�

実
社
会
や
学
術
的
な
学
習
の
基
礎
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、
書
き
手
の
立

場
や
論
点
な
ど
の
様
々
な
観
点
か
ら
情
報
を
収
集
、
整
理
し
て
、
目
的
や
意

図
に
応
じ
た
適
切
な
題
材
を
決
め
る
こ
と
。

　

イ　

�

情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
を
吟
味
し
な
が
ら
、
自
分
の
立
場
や
論
点
を
明
確

に
し
て
、
主
張
を
支
え
る
適
切
な
根
拠
を
そ
ろ
え
る
こ
と
。

　

ウ　

�

立
場
の
異
な
る
読
み
手
を
説
得
す
る
た
め
に
、
批
判
的
に
読
ま
れ
る
こ
と
を

想
定
し
て
、
効
果
的
な
文
章
の
構
成
や
論
理
の
展
開
を
工
夫
す
る
こ
と
。

　

エ　

�

多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
か
ら
自
分
の
考
え
を
見
直
し
た
り
、
根
拠
や
論
拠

の
吟
味
を
重
ね
た
り
し
て
、
主
張
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

　

オ　

�

個
々
の
文
の
表
現
の
仕
方
や
段
落
の
構
造
を
吟
味
す
る
な
ど
、
文
章
全
体
の

論
理
の
明
晰
さ
を
確
か
め
、
自
分
の
主
張
が
的
確
に
伝
わ
る
文
章
に
な
る
よ

う
工
夫
す
る
こ
と
。

〔
言
語
活
動
例
〕

　

ア　

特
定
の
資
料
に
つ
い
て
、
様
々
な
観
点
か
ら
概
要
な
ど
を
ま
と
め
る
活
動
。

　

イ　
�

設
定
し
た
題
材
に
つ
い
て
、
分
析
し
た
り
内
容
を
報
告
文
な
ど
に
ま
と
め
た

り
、
仮
説
を
立
て
て
考
察
し
た
内
容
を
意
見
文
な
ど
に
ま
と
め
た
り
す
る
活

動
。

　

ウ　

�

社
会
的
な
話
題
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
説
文
や
そ
の
関
連
資
料
を
参
考
に
し

て
、
自
分
の
考
え
を
短
い
論
文
に
ま
と
め
、
批
評
し
合
う
活
動
。
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エ　
�

設
定
し
た
題
材
に
つ
い
て
多
様
な
資
料
を
集
め
、調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て
、

　
　
　

様
々
な
観
点
か
ら
自
分
の
意
見
や
考
え
を
論
述
す
る
活
動
。

　
「
現
代
の
国
語
」
で
は
、「
本
文
や
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
、
自
分
の
意
見
や
考
え

を
論
述
す
る
」「
論
理
の
展
開
、
情
報
の
分
量
や
重
要
度
な
ど
を
考
え
て
」
と
、「
論

理
性
」
を
意
識
し
て
書
く
指
導
を
目
指
す
。
こ
れ
は
、
中
学
校
の
文
章
指
導
で
行
わ

れ
て
き
た
「
段
落
の
役
割
な
ど
を
意
識
し
て
文
章
の
構
成
や
展
開
を
考
え
」
た
り
、

「
根
拠
を
明
確
に
し
な
が
ら
，
自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
文
章
に
な
る
よ
う
に
工
夫
」

し
た
り
す
る
こ
と（

3
（

（
中
学
校
学
習
指
導
要
領
・
平
成
二
十
九
年
告
示
）
を
深
化
さ
せ

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
「
実
社
会
の
中
か
ら
適
切
な
題
材
を
決
め
」
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
手
順
書
・
紹
介
文
・
案
内
文
・
通
知
文
・
報
告
書
・
説
明
資
料
と

い
っ
た
具
体
的
な
文
書
の
種
類
を
挙
げ
た
点
に
注
目
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
の
作

成
に
お
い
て
も
、
生
徒
に
そ
れ
ぞ
れ
「
読
み
手
が
必
要
と
す
る
情
報
に
応
じ
」
る
こ

と
や
「
書
式
を
踏
ま
え
」
る
こ
と
、「
調
べ
た
こ
と
を
整
理
」
す
る
こ
と
を
意
識
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
社
会
の
中
で
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
適
切
な
文
章
を
書
く

力
を
養
成
す
る
と
い
う
目
的
を
踏
ま
え
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

続
い
て
「
論
理
国
語
」
に
お
い
て
も
、「
現
代
の
国
語
」
で
の
学
習
を
引
き
継
ぐ

形
で
、「
実
社
会
や
学
術
的
な
学
習
の
基
礎
に
関
す
る
事
柄
」
を
取
り
上
げ
る
。
さ

ら
に
、「
自
分
の
立
場
や
論
点
を
明
確
に
し
て
、
主
張
を
支
え
る
適
切
な
根
拠
を
そ

ろ
え
る
」
こ
と
や
「
批
判
的
に
読
ま
れ
る
こ
と
」「
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
か
ら

自
分
の
考
え
を
見
直
し
た
り
、
根
拠
や
論
拠
の
吟
味
を
重
ね
た
り
」
す
る
こ
と
を
挙

げ
、「
論
理
」
的
に
書
く
指
導
を
目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
島
田
康
行
氏
は
、

高
大
接
続
の
視
点
か
ら
、「
論
理
国
語
」
が
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導

事
項
の
ほ
か
に
、
語
句
・
語
彙
に
つ
い
て
も
、「
こ
れ
ま
で
語
句
・
語
彙
の
学
習
は
、

評
論
教
材
な
ど
の
中
に
た
ま
た
ま
出
現
し
た
語
句
に
つ
い
て
意
味
を
学
ん
だ
り
例
文

を
作
っ
た
り
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
論
証
の
あ
り
方
と
と
も
に
、

そ
の
過
程
で
必
要
と
な
る
語
彙
を
あ
る
程
度
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
想
定
」
で
き
、

「
大
学
で
の
指
導
の
出
発
点
を
一
歩
前
に
出
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
」
と
い
う
期
待

を
述
べ
て
い
る（

4
（

通
り
、
今
後
の
大
学
で
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
育
を

考
え
る
う
え
で
か
な
り
有
用
な
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
新
学
習

指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
指
針
を
実
際
の
現
場
で
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く
の

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
う
の
か
、
各
学
校
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
出
身
高
校
ご
と
に
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
を
ど

の
程
度
受
け
て
き
た
の
か
、
新
入
生
を
対
象
と
す
る
調
査
報
告（

5
（

も
参
考
に
出
来
る
だ

ろ
う
。
た
だ
し
、
よ
り
学
生
の
実
態
を
把
握
し
、
授
業
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
各

大
学
に
合
っ
た
調
査
方
法
や
設
問
の
仕
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
文
章
を
書
き
慣
れ
て
い
な
い
学
生
へ
の
対
応
に
つ
い
て
事
前

に
考
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

な
お
、「
論
理
国
語
」
は
令
和
五
年
度
よ
り
展
開
す
る
科
目
で
あ
る
た
め
、
今
後

ど
の
よ
う
な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

二　

�

日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
必
修
科
目
「
文
章
表
現
法
」

の
実
践
報
告
と
課
題

　
　
　
　
（
１
）
授
業
の
目
的
と
授
業
計
画

　

こ
こ
で
は
、
執
筆
者
が
令
和
四
年
度
に
担
当
し
た
日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文

学
科
の
「
文
章
表
現
法
」（
十
四
コ
マ（

6
（

）
の
授
業
実
践
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

本
科
目
は
一
年
次
前
期
の
必
修
科
目
で
あ
る
。【
表
２
】の
授
業
計
画
に
示
す
通
り
、

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
文
書
か
ら
、
専
門
的
な
内
容
・
技
術
を
要
す
る
論
文
に
対
応
で
き
る

力
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
お
、
本
科
目
は
同
一
時
間
帯
に
四
ク
ラ
ス
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開
講
し
、
同
一
シ
ラ
バ
ス
、
同
一
内
容
で
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
各
回
の
授
業
の
内
容
を
振
り
返
り
、
そ
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
。

　

前
半
（
第
一
回
～
第
七
回
）
は
、
主
に
実
用
的
な
文
章
の
書
き
方
を
取
り
上
げ
た
。

学
生
に
と
っ
て
比
較
的
身
近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
の
仕
方
か
ら
メ
ー
ル
・
手
紙
の
書
き

方
を
通
し
て
、
相
手
や
場
面
に
応
じ
て
適
切
な
語
句
や
文
体
を
選
択
す
る
こ
と
、
決

ま
っ
た
書
式
を
用
い
る
こ
と
な
ど
、「
書
く
」
う
え
で
の
マ
ナ
ー
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
指
す
。
こ
れ
は
、
学
生
の
授
業
に
対
す
る
関
心
・
意
欲
を
高
め
、
そ
の
後
の
主

体
的
な
学
び
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。
特
に
、
メ
ー
ル
の
書
き
方
を
学
び
た
い
、

と
要
望
す
る
学
生
も
多
い
。
こ
れ
ま
で
家
族
や
友
人
間
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
や
り
と
り
が
主
流
だ
っ
た
新
入
生
に
と
っ
て
、
授
業
担
当
者
に
ど
の
よ
う
に

メ
ー
ル
を
送
っ
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
。
本
科
目
に
お
い

て
メ
ー
ル
の
書
き
方
を
指
導
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
新
入
生
の
大
学
生
活
で
の

不
安
を
解
消
す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
相
手
に
応
じ
て
適
切
な
文

章
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
実
感
で
き
る
こ
と
は
、
書
く
こ
と
に
や
や
苦
手
意
識

を
持
つ
学
生
に
と
っ
て
も
、
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。
な
お
、
こ
の
メ
ー
ル

の
書
き
方
の
実
践
報
告
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
後
述
し
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
手
紙
の
書
き
方
は
、
多
く
の
場
合
、
国
語
科
の
教
科
書
に
付
録
と
し
て
資
料

が
掲
載
さ
れ
る
の
み
で
、
実
際
に
手
紙
の
形
式
に
即
し
て
書
く
こ
と
は
少
な
い
。
そ

の
た
め
、
第
五
回
の
授
業
で
は
、
封
筒
の
大
き
さ
（
角
形
・
長
形
）、
封
筒
・
ハ
ガ

キ
の
書
き
方
と
い
っ
た
基
本
事
項
の
確
認
か
ら
行
う
よ
う
に
し
た
。
現
在
で
は
、
同

窓
会
な
ど
の
出
欠
の
往
復
ハ
ガ
キ
を
受
け
取
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
で
も
あ
る
返
信
欄
の
書
き
方
な
ど
を
実
践
す
る
場
を
設
け

て
い
る
。
そ
の
後
、
教
員
が
解
説
し
な
が
ら
、
学
生
自
身
で
添
削
す
る
こ
と
で
、
学

ん
だ
知
識
の
確
認
と
と
も
に
、
文
字
の
大
き
さ
や
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
意
識
を
向

け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
（
資
料
１
）。
第
六
回
は
、
文
例
を
示
し
な
が
ら
「
前
文
・

主
文
・
末
文
・
後
付
」
と
い
う
一
般
的
な
手
紙
文
の
構
成
を
確
認
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
を
出
し
た
。

【
課
題
】　

手
紙
を
書
く

　

あ
な
た
は
、
卒
業
論
文
で
『
海
道
記
』
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
道
路
に

つ
い
て
調
べ
て
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
過
程
で
、
資
料
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
古
地
図
を
、
目
白
太
郎
先
生
が
個
人

的
に
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
な
ぜ
わ
か
っ
た
か
と
い
と
、
文
京
区

【表２】2022年度「文章表現法」授業計画

1 文章の種類と文章表現の基礎

2 著作権・インターネットの情報の扱い・ソーシャルメディアの利用
3 オフィシャル文書の書き方（１）
4 オフィシャル文書の書き方（２）
5 手紙の書き方（１）
6 手紙の書き方（２）
7 手紙の書き方（３）
8 文章の読み方、まとめ方（１）　要約の方法
9 文章の読み方、まとめ方（２）
10 文章の読み方、まとめ方（３）
11 論文の書き方（１）基本的なルール
12 論文の書き方（２）資料検索の方法
13 論文の書き方（３）引用の方法（書誌情報の示し方）
14 論文の書き方（４）論文・レポートの作成
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の
地
域
新
聞
五
月
号
に
写
真
付
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

あ
な
た
は
、
そ
の
古
地
図
を
資
料
と
し
て
使
う
た
め
に
、
実
物
を
見
て
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。そ
こ
で
、目
白
太
郎
先
生
に
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

目
白
太
郎
先
生
に
手
紙
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
封
筒
の
書
式
も
完
成
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
目
白
先
生
は
、
日
本
女
子
大
学
の
被
服
学
科
の
先
生
で
あ
る
こ
と
が
、
記

事
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索
す
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
応
じ
た
文
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
課
題
で
は
、
そ
れ
ら
の
言
い
回
し
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
終
わ
り
に

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
場
面
や
目
的
に
応
じ
て
適
切
な
敬
語
表
現
を
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
場
面
設
定
を
工
夫
し
た
。
な
お
、
手
紙
文
を
作
成
す
る
際
、

学
生
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
り
、
周
囲
の
人
と
相
談
し
た
り
し
て
も
構

わ
な
い
と
し
、
ま
ず
は
授
業
時
間
内
に
下
書
き
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
作
業

に
取
り
組
ま
せ
た
。
さ
ら
に
早
め
に
下
書
き
を
書
き
終
え
た
学
生
に
は
、
終
わ
っ
た

人
同
士
で
下
書
き
を
交
換
さ
せ
、
誤
字
脱
字
の
チ
ェ
ッ
ク
の
他
、
敬
語
表
現
な
ど
に

つ
い
て
も
批
評
し
合
う
機
会
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
授
業
内
で
学
生
が
書
く
時
間
を

設
け
る
と
、
学
生
自
身
も
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
た
と
思
う
。
課
題

は
、
次
回
ま
で
に
教
員
が
目
を
通
し
、
敬
語
表
現
が
不
適
切
な
箇
所
な
ど
を
指
摘
す

る
と
い
っ
た
個
別
指
導
も
行
っ
た
。

　

第
七
回
は
、
学
生
に
課
題
を
返
却
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
二
重
敬
語
な
ど
の
誤
っ

た
表
現
や
、
相
手
に
失
礼
な
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
表
現
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
か
、
例
を
示
し
な
が
ら
説
明
し
、
自
分
の
下
書
き
の
見
直
し
を
さ
せ
た
。
ま
た
、

模
範
的
な
学
生
の
文
例
も
紹
介
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
れ
ば
よ
い

の
か
と
い
う
学
生
自
身
の
気
づ
き
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
心
が
け
た
。
さ
ら
に
、
前

回
の
手
紙
文
を
推
敲
・
清
書
さ
せ
、手
紙
を
書
く
と
い
う
課
題
の
仕
上
げ
た
と
し
た
。

下
書
き
→
推
敲
→
清
書
と
い
う
過
程
を
経
験
し
た
こ
と
は
、
以
下
に
挙
げ
る
授
業
後

の
学
生
か
ら
の
感
想
に
も
あ
る
よ
う
に
、
学
生
自
身
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
た
と
い

う
実
感
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

　

•
�

手
紙
の
書
き
方
に
つ
い
て
自
分
で
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
失
礼
な
部
分
や
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
言
い
換
え
れ
ば
良
い
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

　

•
�

提
出
し
た
課
題
の
返
却
時
に
、
優
れ
た
解
答
を
見
本
と
し
て
全
員
に
提
示
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
を
二
回
目
の
課
題
提
出
の
際
に
取
り

入
れ
て
、
よ
り
良
い
言
い
回
し
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

•

自
分
の
元
の
作
品
の
改
善
点
を
知
っ
て
か
ら
も
う
一
度
書
け
た
。

　

後
半
の
第
八
回
以
降
は
、
文
章
要
約
か
ら
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
方
法
を
学
ぶ
内
容
と

し
た
。

　

第
八
回
か
ら
三
回
に
わ
た
り
、
文
章
要
約
を
取
り
上
げ
る
。
初
回
は
、
そ
の
手
順

を
確
認
し
、
段
落
と
段
落
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
明
し
た
。

こ
こ
で
も
、
高
等
学
校
で
文
章
要
約
に
取
り
組
ん
だ
か
ど
う
か
と
い
う
経
験
の
差
が

見
ら
れ
、
比
較
的
早
く
ま
と
め
ら
れ
る
学
生
と
、
な
か
な
か
ま
と
め
ら
れ
な
い
学
生

の
差
が
大
き
か
っ
た
。
早
く
で
き
た
学
生
に
は
用
意
し
た
解
説
の
プ
リ
ン
ト
を
配
布

し
自
己
採
点
を
さ
せ
、
課
題
を
難
し
く
感
じ
て
い
る
学
生
に
は
、
簡
単
な
ヒ
ン
ト
を

与
え
な
が
ら
自
力
で
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。
初
回
は
新
聞
コ
ラ

ム
（
天
声
人
語
）
を
八
十
字
程
度
に
ま
と
め
る
こ
と
か
ら
始
め
、
徐
々
に
課
題
文
を

長
め
に
す
る
と
い
う
段
階
的
な
実
践
を
踏
ま
せ
る
こ
と
で
、
要
約
の
コ
ツ
を
つ
か
め

る
よ
う
配
慮
し
た
。
特
に
、
新
聞
コ
ラ
ム
は
、「
生
涯
に
わ
た
る
社
会
生
活
に
必
要

な
国
語
」
力
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
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し
て
、SD

Gs

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
や
そ
の
他
の
社
会
問
題
へ
の
関
心
に
目

を
向
け
さ
せ
る
点
で
も
有
用
な
教
材
で
あ
る
。
ま
た
要
約
文
の
ま
と
め
に
あ
た
る
第

十
回
に
用
い
た
坂
本
太
郎
「
菅
原
道
真
と
遣
唐
使（

7
（

」
は
、
先
行
研
究
を
整
理
し
、
そ

こ
か
ら
自
分
の
立
場
を
打
ち
出
し
、
論
を
組
み
立
て
て
い
く
と
い
う
明
確
な
構
成
で

あ
る
た
め
、
次
の
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
書
き
方
へ
と
つ
な
が
る
題
材
と
し
て
も
有
効

で
あ
っ
た
。
た
だ
、
要
約
文
が
完
成
し
た
学
生
か
ら
、
学
生
に
チ
ェ
ッ
ク
項
目
と
解

説
を
付
し
た
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
、
自
己
採
点
さ
せ
た
際
、
解
答
例
の
記
述
を
写
す
だ

け
に
な
っ
て
い
る
者
も
い
た
の
で
、
自
己
採
点
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
も

う
少
し
や
り
方
を
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
八
回
～
第
十
回
ま
で
の
文
章
要
約
を
通
し
て
、
文
章
の
展
開
を
押
さ
え
る
方
法

や
作
者
の
主
張
を
確
認
す
る
方
法
を
身
に
つ
け
た
と
こ
ろ
で
、
次
の
段
階
と
し
て
レ

ポ
ー
ト
・
論
文
の
書
き
方
を
取
り
上
げ
た
。
こ
こ
で
は
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
た

め
の
手
順
を
学
べ
る
よ
う
、
テ
ー
マ
の
設
定
の
仕
方
、
先
行
研
究
の
調
査
方
法
、
論

の
構
成
、
考
え
を
文
章
化
す
る
と
い
う
流
れ
を
確
認
す
る
シ
ー
ト
（
資
料
２
）
を
用

い
て
進
め
、
学
生
自
身
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
行
っ
た
。

　

以
上
が
、
令
和
四
年
度
「
文
章
表
現
法
」
の
大
ま
か
な
流
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
２
）「
メ
ー
ル
の
書
き
方
」
の
授
業
実
践
と
学
生
の
感
想

　

さ
て
、
全
体
の
授
業
終
了
後
に
、
学
生
の
授
業
の
振
り
返
り
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト（
8
（

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
役
に
立
っ
た
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
の
は
、
メ
ー
ル
の

書
き
方
で
あ
っ
た
。
以
下
、
学
生
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　

•
�

今
ま
で
の
授
業
で
は
習
わ
な
か
っ
た
か
ら
。
大
学
生
に
な
り
今
ま
で
以
上
に

メ
ー
ル
や
手
紙
を
書
く
こ
と
が
増
え
る
か
ら
。

　

•
�

こ
の
授
業
を
受
け
た
後
、
実
際
先
生
に
メ
ー
ル
を
送
る
時
が
あ
っ
た
の
で
、
迷

わ
ず
習
っ
た
通
り
に
送
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

•
�

大
学
生
に
な
り
、教
授
に
メ
ー
ル
を
す
る
機
会
は
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。メ
ー

ル
の
作
法
を
理
解
す
る
こ
と
は
大
学
生
活
を
円
滑
に
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
、

メ
ー
ル
の
書
き
方
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

•
�

必
ず
使
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
し
い
形
式
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
は
な
か
な

か
な
い
か
ら
。

　

•
�

こ
れ
か
ら
先
最
も
重
要
な
内
容
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
未
熟
な
も
の
で
、
こ

の
授
業
内
で
初
め
て
知
っ
た
内
容
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
就
職
し
社
会
人
に

な
っ
た
際
、相
手
が
不
快
に
な
ら
な
い
文
章
を
作
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

•
�

社
会
に
で
た
ら
、
メ
ー
ル
を
使
っ
た
や
り
取
り
が
増
え
る
と
思
う
の
で
、
今
の

う
ち
に
メ
ー
ル
上
の
マ
ナ
ー
を
知
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

一
方
、
こ
れ
ら
の
学
生
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
は
、
高
等
学
校
ま
で
の
授
業
等
で
メ
ー

ル
の
書
き
方
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
知
る
機
会
が
な
く
、
メ
ー
ル
を
書
く
こ
と
に
不
安

が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る（

9
（

。

　

本
授
業
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
の
型
を
示
す
と
と
も
に
、
学
び
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
以
下
の
五
点
に
注
意
を
向
け
た
。

　

１
、
件
名
は
ど
の
よ
う
に
書
い
た
ら
良
い
か
？

　

２
、
本
文
の
書
き
出
し
の
マ
ナ
ー
と
は
？

　

３
、
適
切
な
要
件
の
伝
え
方
、
メ
ー
ル
の
結
び
方
と
は
？

　

４
、
差
出
人
署
名
は
ど
の
よ
う
に
作
成
す
れ
ば
良
い
か
？

そ
の
際
、
な
ぜ
こ
れ
が
大
切
な
の
か
、
悪
い
例
と
良
い
例
を
示
し
な
が
ら
解
説
す
る

こ
と
で
、
学
生
に
マ
ナ
ー
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
そ
の
後
、

課
題
⑴
（
資
料
３
）
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
不
具
合
に
よ
り
課
題
を
提
出
で

き
な
か
っ
た
学
生
の
書
い
た
メ
ー
ル
文
の
問
題
点
を
指
摘
さ
せ
、
課
題
⑵
で
は
、
そ



44

れ
を
改
善
す
る
メ
ー
ル
文
を
作
成
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
学
生
自
身
に
問
題
点
を
指

摘
さ
せ
る
こ
と
で
、
先
に
学
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る
効
果
が
あ
る
と
と
も
に
、

改
善
す
る
た
め
に
何
が
必
要
に
な
る
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

さ
て
、
課
題
⑴
に
対
す
る
学
生
か
ら
の
解
答
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
講
義
内
容
を

踏
ま
え
て
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
（
資
料
４�

Ａ�

上
段
）。
こ
こ

で
は
、
学
生
か
ら
出
た
意
見
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

①　

�

メ
ー
ル
の
タ
イ
ト
ル
で
内
容
が
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
期
限

を
過
ぎ
た
こ
と
や
自
分
の
情
報
を
含
め
た
タ
イ
ト
ル
に
す
る

②　

提
出
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
記
入
し
て
い
な
い

③　

顔
文
字
を
使
っ
て
い
る

④　

言
葉
遣
い
を
も
っ
と
丁
寧
に
す
べ
き

　

課
題
⑵
は
、
概
ね
課
題
⑴
で
指
摘
し
た
点
を
き
ち
ん
と
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
た
。
さ
ら
に
、
模
範
例
を
通
し
て
、
提
出
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
述
べ
る
だ
け
で

は
な
く
、
今
後
、
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
含
め
る
こ

と
、
こ
の
メ
ー
ル
を
通
し
て
先
生
に
何
を
お
願
い
し
た
い
の
か
を
明
確
に
示
す
必
要

が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
皆
、
熱
心
に
自
分
の
解
答
に
書
き
加
え
て
い
た

（
資
料
４�

Ａ�

下
段
、
Ｂ
）。
こ
の
結
果
、
前
述
し
た
よ
う
に
学
生
が
今
後
に
も
役

立
つ
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
相
手
に
応
じ
て
適
切
な
語
句
や

文
体
を
選
択
で
き
る
よ
う
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
も
、「
文
章
表
現
法
」

の
授
業
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
（
３
）
学
生
の
振
り
返
り
と
今
後
の
課
題

　

令
和
四
年
度
「
文
章
表
現
法
」
の
授
業
を
振
り
返
っ
て
見
え
て
き
た
課
題
に
つ
い

て
も
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
本
学
科
で
は
、「
日
本
文
学
の
基
礎
Ⅰ
」「
日

本
文
学
の
基
礎
Ⅱ
」
と
い
う
専
門
科
目
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
古
典
文
学
・
近
代
文

学
の
研
究
の
方
法
と
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
お
り
、
そ
の
点

で
本
授
業
で
は
実
用
的
な
文
章
表
現
に
も
対
応
す
る
時
間
的
な
余
裕
が
あ
る
こ
と
を

補
足
し
て
お
く
。

　

続
い
て
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
授
業
全
体
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
を
取
り
上
げ
な

が
ら
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

（
学
生
の
感
想
か
ら
）

　

•
�

文
章
表
現
法
で
は
社
会
に
で
た
時
の
実
際
的
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
な
ど
の
引
用
方
法
な
ど
の
大
学
で
必
要
と
な
る

知
識
も
学
べ
ま
し
た
。

　

•
�

毎
回
一
つ
の
課
題
を
提
出
す
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
授
業
に
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

•
�

考
え
る
時
間
を
多
め
に
と
っ
て
く
だ
さ
り
、
時
間
配
分
を
余
裕
を
持
っ
て
考
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
が
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

•
�

小
テ
ス
ト
機
能
を
使
っ
て
定
期
的
に
復
習
し
て
す
す
め
る
こ
と
で
、
自
分
が
理

解
し
て
い
な
い
部
分
を
確
認
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。　

　

•
�

手
紙
の
書
き
方
や
文
献
の
書
き
方
な
ど
を
実
際
に
先
生
が
採
点
し
て
く
だ
さ
っ

た
点
が
、
自
分
の
回
答
の
ど
こ
が
い
け
な
か
っ
た
か
を
理
解
す
る
上
で
と
て
も

役
に
立
ち
ま
し
た
。
も
う
少
し
漢
字
の
テ
ス
ト
を
や
り
た
か
っ
た
で
す
。

　
•
�

（
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
点
）
季
節
ご
と
の
手
紙
（
暑
中
・
残
暑
御
見
舞
い
、
年

賀
状
な
ど
）
の
書
き
方

　

•
�

論
文
や
参
考
文
献
の
調
べ
方
に
つ
い
て
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
で
す
。

　

•
�

レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
で
は
、
レ
ポ
ー
ト
で
使
え
る
言
葉
の
言
い
回
し
な
ど
も
教

え
て
い
た
だ
け
た
ら
、
よ
り
良
か
っ
た
と
思
う
。（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）



45

新学習指導要領を踏まえた、大学教育における「文章表現法」の在り方
　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
社
会
に
出
て
必
要
と
な
る
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
文
書
の
作
成
か

ら
専
門
的
な
内
容
・
技
術
を
要
す
る
論
文
の
作
成
に
対
応
す
る
「
書
く
」
力
の
修
得

と
い
う
目
的
は
、
あ
る
程
度
達
成
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、「
レ
ポ
ー
ト
で
使
え
る
言
い
回
し
な
ど
を
教
え
て
ほ
し
い
」「
論
文

や
参
考
書
の
調
べ
方
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
ど
う
教
え
る
べ
き
か
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
本
授
業
の
受
講
者
は
日
本
語
・
日

本
文
学
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
学
生
で
あ
り
、
あ
る
程
度
「
書
く
こ
と
」
に
慣
れ
て

い
る
も
の
の
、
漢
字
の
誤
り
や
二
重
敬
語
の
使
用
、
補
助
動
詞
や
形
式
名
詞
を
漢
字

で
書
く
と
い
っ
た
用
字
上
の
ル
ー
ル
の
認
識
不
足
と
い
う
問
題
が
多
々
見
ら
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
用
字
に
つ
い
て
は
授
業
の
早
い
段
階
で
扱
う
べ
き
項
目
で
あ
っ
た
と
思

う
。
半
期
科
目
で
す
べ
て
の
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
以
下
の
三
点

を
提
案
し
た
い
。

　

第
一
に
、
初
回
の
授
業
で
、
こ
れ
ま
で
、
特
に
高
等
学
校
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

「
書
く
」
経
験
を
積
ん
で
き
た
の
か
を
確
認
す
る
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

い
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
授
業
以
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
で
き
れ
ば
、
教
員
側
が
授

業
を
進
め
て
い
く
う
え
で
何
を
ど
こ
ま
で
指
導
す
る
か
と
い
っ
た
目
安
に
な
る
か
ら

だ
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
問
い
か
け
が
有
効
で
あ
る
の
か
は
、
他
大
で
の
調
査
報
告

な
ど
を
参
考
に
質
問
事
項
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
同
じ
く
初
回
の
授
業
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
必
要
と

な
る
知
識
、
例
え
ば
、
レ
ポ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
、
文
体
、
表
記
、
用
字
に
つ

い
て
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
確
認
を
行
い
た
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
こ
で
確
認

し
た
よ
う
な
事
柄
を
す
で
に
学
ん
で
き
た
こ
と
が
あ
る
か
を
学
生
に
尋
ね
て
み
る
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
学
生
に
は
、
今
後
、
課
題
を
作
成
す
る
際
に

意
識
す
る
よ
う
に
伝
え
る
。
ま
た
、
課
題
の
自
己
採
点
、
も
し
く
は
教
員
に
よ
る
添

削
時
に
は
、
採
点
表
（
チ
ェ
ッ
ク
項
目
用
紙
）
を
配
付
し
、
そ
の
都
度
確
認
さ
せ
る

こ
と
も
徹
底
し
て
い
く
。
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
通
し
て
、
表
現
力
・
構
成
力
な
ど
を
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
学
生
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

第
三
に
、
復
習
教
材
と
し
て
の
小
テ
ス
ト
の
活
用
で
あ
る
。
令
和
四
年
度
は
、
本

学
で
導
入
し
て
い
るw

eb

学
修
シ
ス
テ
ム
のm

anaba

の
「
小
テ
ス
ト
」
機
能
を
用

い
て
、
授
業
時
間
内
に
メ
ー
ル
や
手
紙
の
マ
ナ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
の
小
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
自
動
採
点
機
能
に
よ
り
、
試
験
締
切
後
に
す
ぐ
に

解
答
・
解
説
を
学
生
と
共
有
で
き
る
点
は
有
効
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
原

則
と
し
て
、
授
業
時
間
内
に
課
題
を
提
出
さ
せ
た
た
め
、
授
業
時
間
内
に
漢
字
テ
ス

ト
や
敬
語
の
問
題
を
実
施
す
る
時
間
的
な
余
裕
が
な
か
っ
た
の
が
、反
省
点
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
漢
字
・
慣
用
句
・
敬
語
表
現
な
ど
の
知
識
を
問
う
課
題
（
自
動
採
点
機

能
を
用
い
た
小
テ
ス
ト
）
を
復
習
用
と
し
て
出
し
、
そ
れ
ら
の
知
識
の
定
着
を
確
認

す
る
た
め
の
テ
ス
ト
を
授
業
時
に
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
学
生
も
、
テ
ス

ト
と
す
る
こ
と
で
緊
張
感
を
持
っ
て
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

さ
て
、
新
学
習
指
導
要
領
の
「
国
語
」
科
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
な
点
が
目
標
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）�

生
涯
に
わ
た
る
社
会
生
活
に
必
要
な
国
語
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質
を
理
解
し

適
切
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
）�
生
涯
に
わ
た
る
社
会
生
活
に
お
け
る
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
伝
え
合
う
力

を
高
め
、
思
考
力
や
想
像
力
を
延
ば
す
。
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「
生
涯
に
わ
た
る
社
会
生
活
」
が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
今
回
、
高
等
学

校
に
お
い
て
施
行
さ
れ
た
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
実
生
活
に
置
い
て
、
場
面
や
相

手
に
合
わ
せ
た
適
切
な
文
体
や
表
現
を
用
い
て
、
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
伝
え
る

こ
と
を
意
識
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
高
等
学
校
で
の「
学

び
」
を
大
学
教
育
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
の
レ
ポ
ー
ト
や
研
究
論
文
の
執

筆
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
生
活
全
般
に
お
い
て
必
要
な
ス
キ
ル
と
し
て
、
将
来
の
就
職

や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
、
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
現
在
、
学
生
自
身
が
社

会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
引
き

続
き
、
大
学
教
育
に
お
い
て
も
、
そ
の
必
要
を
満
た
し
て
い
く
責
務
が
あ
る
。
そ
れ

を
行
う
役
割
も
「
文
章
表
現
法
」
の
授
業
は
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

な
お
、
本
稿
中
の
新
学
習
指
導
要
領
の
引
用
は
文
部
科
学
省
『
高
等
学
校
学
習
指

導
要
領
（
平
成
30
年
告
示
）
解
説　

国
語
』
東
洋
館
出
版
社
、
平
成
三
十
一
年
に
拠

る
。

【
注
】

（
1
）�　

大
滝
一
登
「
新
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
高
校
国
語
科
像
」、
日
本
国
語
教
育
学
会

監
修
『
シ
リ
ー
ズ
国
語
授
業
づ
く
り
―
高
等
学
校
国
語
科
―　

新
科
目
編
成
と
こ
れ

か
ら
の
授
業
づ
く
り
』
東
洋
館
出
版
社
、
平
成
三
十
年
、
八
頁
。

（
2
）�　
【
表
１
】
は
、『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
30
年
告
示
）
解
説　

国
語
』（
前

掲
書
）
第
一
章
総
説
よ
り
転
載
。
十
四
頁
。

（
3
）�　

文
部
科
学
省
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
29
年
告
示
）
解
説　

国
語
』

一
五
九
頁
。

　
　
　

�https://w
w
w
.m
ext.go.jp/com

ponent/a_m
enu/education/m

icro_
detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_002.pdf

（
令
和
五
年
一
月

二
〇
日
閲
覧
）

（
4
）�　

島
田
康
行
「
知
っ
て
お
き
た
い
高
校
「
国
語
」
改
革
―
新
し
い
学
習
指
導
要
領
を

読
む
」、
春
日
美
穂
・
近
藤
裕
子
・
坂
尻
彰
宏
・
島
田
康
行
・
根
来
麻
子
・
堀
一
成
・

由
井
恭
子
・
渡
辺
哲
司
『
あ
ら
た
め
て
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
高
大
接
続　

多
様
化
す

る
新
入
生
、
応
じ
る
大
学
教
師
』
ひ
つ
じ
書
房
、
令
和
三
年
に
所
収
、
一
四
三
～

一
四
四
頁
。

（
5
）�　
『
あ
ら
た
め
て
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
高
大
接
続　

多
様
化
す
る
新
入
生
、
応
じ
る
大

学
教
師
』
の
第
一
章
「
学
生
の
実
態
に
即
し
て
設
計
・
実
践
す
る
文
章
表
現
教
育
―

大
正
大
学
の
事
例
」、
1.1
春
日
美
穂
「
高
校
に
お
け
る
文
章
表
現
教
育
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
―
入
学
生
の
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
」、
第
三
章
「
大
阪
大

学
が
進
め
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
高
大
接
続
」、
3.1
堀
一
成
・
坂
尻
彰
宏

「
大
学
初
年
次
生
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
既
習
状
況
を
探
る
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
在
学

生
の
高
校
時
の
学
習
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
書
く
こ
と
」
に
対
す
る
様
々
な
背

景
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
6
）�　

日
本
女
子
大
学
で
は
一
コ
マ
一
〇
〇
分
授
業
を
導
入
し
て
い
る
た
め
、
半
期
十
四

コ
マ
と
な
っ
て
い
る
。

（
7
）�　

坂
本
太
郎
「
菅
原
道
真
と
遣
唐
使
」『
歴
史
随
想　

菅
公
と
酒
』
中
央
公
論
社
、
昭

和
五
十
七
年
。

（
8
）�　

大
学
全
体
で
行
っ
て
い
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
と
は
別
に
、
授
業
終
了
後
に
令

和
四
年
度
文
章
表
現
法
Ｂ
ク
ラ
ス
履
修
者
に
対
し
て
任
意
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）�　

た
だ
、
メ
ー
ル
の
書
き
方
が
国
語
科
教
育
の
中
に
含
ま
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
の
判

断
は
難
し
く
、
教
育
出
版
の
「
国
語
表
現　

改
訂
版
」［
17
教
出　

国
表
306
］
で
「
電

子
メ
ー
ル
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
の
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
手
紙
の
書

き
方
も
「
国
語
表
現
」
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、「
国
語
総
合
」

の
教
科
書
の
中
で
は
付
録
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
程
度
で
、
実
際
に
学
生

が
手
紙
や
メ
ー
ル
の
書
き
方
や
マ
ナ
ー
を
知
る
機
会
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
令
和
四
年
度
「
文
章
表
現
法
」
の
共
担
者
で
あ
る
岡
島
由
佳
氏
、
溝
部
優
実
子
氏
、

八
木
京
子
氏
お
よ
び
Ｂ
ク
ラ
ス
履
修
者
の
学
生
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
際
し
、
ア
ド
バ
イ

ス
い
た
だ
き
ま
し
た
福
田
安
典
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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新学習指導要領を踏まえた、大学教育における「文章表現法」の在り方

資
料
１　

第
五
回　

手
紙
の
書
き
方　

課
題

資
料
２　

第
十
一
回　

レ
ポ
ー
ト
準
備
シ
ー
ト
①



48

資
料
４　

第
三
回　

課
題　

学
生
の
解
答
（
自
己
採
点
済
）

資
料
３　

第
三
回　

課
題
⑴

文章表現法 第３回 課題

あなたは、目白太郎先生の「文章表現法」（水曜３限）を履修しています。第５回の課題を の「レポート」に提出するように

指示されていましたが、自宅のインターネットの不具合により締切の時間内に提出することができませんでした。そこで、あなたは目

白太郎先生に急ぎメールを送信することにしました。

（１） あなたは目白先生にメールを送信しようと、以下のようなメールを作成しました。しかし、見直しているうちに第３回の授業で

メールの書き方を学んだことを思い出し、このまま送信してはいけないと気づきました。問題点を指摘してください。

ＡＢ




